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Abstract
In the eighteenth century English agriculture enclosures achieved the individual use of land
and amalgamation of farln land,whereas agriculture lagged behind in the management method.
Practicing of Norfolk farming method¶/as lilnited to nly narro、v area of East Anglia  The
follo、ving technical problems checked the introduction of this farHling method
That is, in WIidland M/here parliamentary enclosure epocted the late eighteenth century,
underdrainage has not intrOduced yet  And,on the light soil lands Mァhere the enclosure spread
the nrst half of nineteenth centuv,artincial rnanures were not use
So that,、ve should not peHnit the signincance of this husbandry in the agricultural revolu‐
tion  By the Mray,the regional specialization,too,、vas restr cted due to this technical deFiciency
After an,the agrarian refoHn、vent ahead of the spreading of agricultural technique
Lastly, enclosure movement requires consideration from consistent estate management
POLcy  Because enclosure did not necessarily accomplish the improvement of agricultural
practice, on the other hand, landlord managed to accurnulate lands under the nnancial strin‐
gency  The estate management policy actuany decided ho、v to accumulate lands
近代イギリス農業は特有の大土地所有を基盤
とし,その経営は大規模借地形態をとって発展
したことは,周知の事柄である。ところで, こ
うした農業のあり方は一八世紀後半から一九世
紀前半にかけて進展した,所謂議会囲込みを契
機として,イングランド全体に確立していった
ものと捉えられてきた1)。
そして,近代的農業の成立と議会囲込みとの
関連については,大概,次のように敷術されて
きたり。即ち,一人世紀中葉以降の農業の変革に
とって,オヽ区要な役害」を果 したのが蕪背導入で
あった。蕪青は単に地力を維持せしめただけで
はなく,極めて有用な家畜の飼料ともなったた
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めに,その普及は当時の農業発展を妨げていた
過乗」放牧の弊害を解消し,家畜の飼育頭数を飛
躍的に増大させた。また,一八世紀において厩
肥が農地の沃度を撮持する最大の手段であった
ので,家畜の増加は蕪青 自体の滋養効果 と相
俊って,地力を著しく向上せしめ,休閑地の黎
耕を可能とした。ここに,農学的見地からして,
旧来の三画式農業が揚棄され,イギリス農業革
命の根幹を成すと言われてきた蕪青一大麦―ク
ローバーー小麦の連続的四輪作が体系化するに
至る。
この蕪青の導入に基礎を置 くノーフオク農法
は研究史上,その意義が著しく強調されてきた
のは,新規の農法は農業形態の特殊性により初
発から大規模な経営形態を展開ならしめかつ全
国的に拡大させていっただけではなく,それは
土地の個別的利用を以って初めて実践された故
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に,農法の普及は自ずと広範囲に囲込みを押し
進めたと見l告女されたからである。
というのも,他方で,囲込みそれ自体が村落
共同体を完全に解体してしまうことにより,そ
れまで共同体的関係に依拠して農業を営んでい
た中小土地保有者の存立基盤を崩壊させ,彼ら
の没落を以って大土地所有の形成と大規模借地
経営の発展を惹き起したと捉えられたからであ
る。
また,当時期の囲込みが議会の法的手段を用
いて強力に押し進められることになったのは,
一八世紀中葉以降の都市の人口増加によって齋
れた穀物需要の増大が穀作の拡大を急務とした
こと,並びに当時なお強固に残存する中小土地
保有者の反対を打ち破る必要にせまられたから
であったと説れた。
斯して,議会囲込みを媒介とするノーフオク
農法のイングランド全体への普及が,農業にお
″ナる大土地所有の形成と大規模借地経営の発展
の過程と見枚されてきた。
しかしながら,実際ノーフオク農法は著しく
地勢上の制約を被ったことが知 られている。。
蕪青は湿潤な土質では腐敗 してしまったから,
栽培適地はイングランド東南部の白亜土地帯に
限られ, この時期 ミッドランドのほば中央部を
占める重粘土質地帯では蕪青は全 く作付けされ
なかったのである。
然らば,イギリス農業革命を捉えるばあい,そ
こでは議会囲込みの中心とされ,農業が基底か
ら変革したと言われているミッドランドは,如
何に位置づけられるべきであろうか。更に, こ
のミッドランドでは近代イギリス農業の根幹を
成す大土地所有を基盤とした大規模借地農業経
営は,どのようにして形成されたのであろうか。
本稿では, これらの課題を解明するための手
懸 りを探るべく,最近のイギリスの研究成果に
依拠しながら,従来の我が国の議論を再吟味す
る。
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本章では,問題の所在を鮮明にするために,先
に経めた我が国にお lする議論を詳細にみてゆ
く。
先ず,イギリス農業革命を農学の観点から分
析したのが,飯沼二郎氏である。氏は独特の農
業発展段階説に立脚し,その農業発展の一段階
を画すものとしての蕪青の役割を重要視する。
そして,近代イギリス農業形成の恨幹を形造る
地条の統合と土地の個別的利用が齋されること
になった所以が,そうした蕪青の導入如何から
説れた。
即ち,飯沼氏に依れば,旧開地の非中耕地帯
(ヨーロッパ)での農業発展は穀物段階,牧草段
階,根菜段階へと順次展開した。このうち牧草
段階は三画式農業に依拠して,主として穀物と
牧草を生産した時期であり, ここから根菜段階
への移行は,新たな根菜類の導入があってはじ
めて可能であった。殊に,イギリスではそうし
た作物として蕪青があげられる。。
そして,根菜段階への移行が土地利用形態の
変革を惹き起した経緯は,以下のようである。先
ず,根菜類の導入は従来の三圃制度を廃棄し,四
圃制度を必要とした。それは根菜類は穀類の連
作に依る土壌の渡弊を回避するために,通常春
蒔き穀物と秋蒔き穀物との間に作付けられ,そ
こでは例えばオオムギ,カブ, コムギ,クロー
バー (原文のまま)の四輪栽式農業が営れたか
らである。ところが,蕪青は他の作物より熟期
が遅い故,地条が分散し,共同放牧が行われる
ところでは作付は極めて困難とされた。
それ故,耕地が散在し,土地が共同体的に利
用されることに代わって,農地が統合され,そ
れが個別に利用されることへの転換が,蕪青の
導入の視角から説き起されることになったので
ある。勿論,その際土地利用形態の変革が実現
しえたのは,囲込みに依ったのである。①
こうした蕪青の導入が齋した土地利用形態の
転換から農業制度の変化を説き及んだ飯沼氏の
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見解に対して,楠井敏朗氏の見解は次の三点に
力点がある。それは初めに上記の四輪作農法が
齋す労l動過程の変革の視点から,近代的農業に
おける大経営の発展の根拠を示そうとしたこと
であり,次いでノーフオク農法が全イングラン
ドに普及していった経緯が農産物市場のあり方
から経められている点である。第三は農業革命
と地主の係 り合いである。
楠井氏に依れば,イギリス農業革命の中心的
支柱に, ノーフオク農法の技術変革が据えられ
る。というのは,農業では一八世紀の六十年代
から一九世紀の四十年代にかけて,資本主義的
農業を可能とするような技術上の改良が進展し
たが故に,当時なお変容,変質しながらも広汎
に残存していた開放耕地制度が徹底的に廃棄さ
れ,加えて近代的土地所有が体制的に確立して
ゆくことになったからである。
ここで,農業技術の変革としてあげられてい
るのは,先ず第一に, ノーフオク農法の導入並
びにそれを可能ならしめるための土地改良,第
二に,農作業における協業及び分業の増進,第
二に,個別経営内におlする生産手段の集積で
あったの。
そして, これら三つの点は大経営形成の観′点
から次のように経められる。即ち, ノーフオク
農法は蕪青,大麦,クローバー,小麦の四輪作
制を原則としたので,経営地は四つに分割され,
そこでは少なくとも四労働過程が同時に営まれ
ることになった。一個別経営はこの同時併存的
な労働過程を一つの生産過程として統一したの
である。大麦及びクローバーの条播も一つの作
業項目として扱われ,一括して営まれたし,同
様に,大麦と小麦の脱穀も同一作業として実施
されたの。
要するに, ノーフオク農法下の経営では分業
が発達し,農作業の専門化と恒常化が進展した
のである。ここでの分業に基づく協業が生産手
段の集積を齋し,経営の拡大を惹き起した。
更に, こうした農業革命が全イングランド的
規模で進行した過程は,次のように述べられて
いる。一八世紀のイングランドは国内市場が整
備され,その中で農産物市場はロンドンが中心
となった。この時期,当地にはテムズ河上・下
流地域,南部沿岸諸州,イース ト・アングリア,
セブァン河上流地域などから穀物が運び込まれ
た。それ故, ロンドンの穀価は全国の穀価を規
定する市場価格を成した。このロンドンの穀価
|ま1730年以降,ノーフオク四輪作農法が生産す
る穀物に依って支配されるようになった。なぜ
なら,先に述べた如 く, ノーフオク農法は生産
過程を著しく改良した結果,最も安価な穀物を,
しかも大量に供給しえたからである。
斯して, ロンドンの穀価はイングランドでも
優位な生産力を保持する地域の生産価格に規定
されたので, この穀価は当時としては既に生産
性が劣った開放耕地制度の下で生産された穀物
を,漸次市場から駆遂した0。 他方,ロンドン市
場から敗退した地域の農業は,新たな土地利用
の実践が模索されることになった。。
その際,産業革命の進展の下で,非農業的人
口の飛躍的増大が齋した食糧に対する需要の急
増,更に対仏戦争期の食糧の国民的自給の要請
から, ミッドランドの後進地においても穀物を
増産すべ くノーフオク農法の導入が図られた。
特に,なお強固に残存する中小土地保有者の反
対を打破するためにも,囲込みが押し進められ
るには議会の法が必要であった。
ところで,農業革命に地主をして係らしめた
要因として,土地改良に依る地代上昇の可能性
が指摘される。即ち,土地改良は短期のばあい
にはその主体が農業資本家であったけれども,
長期の固定期蓄積のばあいには地主が負担を引
き受けた。そして,それは当時,囲込みが齋す
改良地代は株式投資や公債買入れよりも頗る投
資からの利益が高かったためとされる。こうし
た経済的条件が具わっていたために,地主は地
代から上がる収益に限らず,土地を抵当にして
借入れた資金をも加えて,改良に投資すること
になったユの。
以上のように,楠井氏に依って説かれたイギ
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リス農業革命は, ロンドンを中心とした農産物
の統一的市場を媒介として,逸速く生産過程の
変革を遂げえたイース ト・アングリアの農業が,
旧来の生産方法を遵守していた ミッドランドの
農業を凌駕し,更に後者をして議会囲込みを通
じて農業形態の改善を強いる過程とされた。特
に,氏は, ノーフオク農法の生産過程の改良が
大経営の存立の基盤となったことを述べる一方
で,そうした農法の導入を可能ならしめること
になった囲込みの主体 としては地主を取 り上
げ,彼らが囲込みを推進していったのは地代の
改善を図ってのものであった ことが強調 され
,こ。
続いて,農業革命の主要な局面の一つとされ
る農業での大土地所有の成立について,椎名重
明氏の見解をみてみる。
椎名氏は議会囲込みに依る村落共同体の崩壊
を,農業における大土地所有形成の契機と捉え
た。それは基本的には,共同体の崩壊は相互に
依拠して生産を行なっていた農民層をして,彼
らの生産基盤から乖離させることで,農民層分
解を押し進めることになったからである11)。
共同体的枠組みからの乖離に加えて,大土地
所有の形成を促進したのは,囲込みの土地配分
が農民層に不利に作用したことである12)。
先ず第一は,囲込みに際して,マナーの領主
或はそれに準ずる主要な土地所有者に対する割
当てが,全てに優先して取 り計られた。
第二に,十分の一税徴収権へ土地が害」当てら
れたので,土地所有者への分与地が一定程度削
減された。そして, この徴収権への害」当て地の
囲込みは,費用の分担が徴収権保有者に免除さ
れたことから,他の関係者に負担が転嫁された。
第三に,小農の経営を支えていた共同放牧権
が廃棄された。
就中,十分の一税徴収権が土地所有に転化し
たことで,小土地所有者は多大の影響を被った。
彼らは自己の割当て地が縮少する一方で,囲込
み費用の負担だけが増大した。それ故, この費
用の分担のために,小土地所有者は割当て地を
売去口する破 目に陥入った。そして,応々 にして,
こうした土地が集中したのは,十分の一税徴収
権を保有 した大土地所有者のもとへであっ
た
13)。
土地の再分酉己の仕方のみならず,保有権の態
様もまた囲込みに際しての土地所有の動向に大
きく影響した。即ち,囲込みの際に土地が割当
てられたのは, フリーホウル ドに対してだけで
あり,農民的土地所有の根幹を成したコピーホ
ウル ド, リースホウル ド,或いは任意保有等々
の保有権はその権原が認められなかった10。
尤も, こうした土地所有権のあり方は,既に
市民革命において確認されていたものであっ
た。そこでは,一六,一七世紀の農業経営の拡
大のもとで増大し,かつ借地権として強化され
た権限を持つに至った リースが,「コモン=ロー
の優位」=契約の自由の名のもとに,録有権中心
の封定的土地法から解放され,加えて, このこ
とに依って慣習保有権全般に対して, リースと
密接に関係していたフリーホウル ドだけが,私
的土地所有権として認められた19。
従って,議会囲込みは市民革命が確認 した
リースとフジーホウル ドの照応関係に基づい
て,土地を分配したに過ぎなかった。とはいえ,
囲込みは農民の経済的基盤の主柱であった慣習
保有権を全 く否定してしまうことで,農民層の
分解をよリー 層徹底することになったlω。
このように,桂名氏は農業における大土地所
有の形成について,議会囲込みが十分の一税所
有者に土地を割当て,他方で慣習保有権の権原
を否定したことにより,土地が著しく集中した
ことを指摘した。
以上の三人の見解を経めてみると,イギリス
農業革命像を構築するうえで, ノーフオク農法
の意義が著しく強調されてきたのが判る。
ところで, ノーフオク農法の普及を農業革命
の中心に据える見方は,既に言及した如 く,土
壌の性質からはミッドランドには全 く妥当しな
かった。加えて,蕪青の導入に関して,そうし
た自然的制約に止まらず,当時の生産力水準が
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規定した土地改良の限界の観点から,その程度
が検討されねばならない。
また,果してこの時期に穀′イ刀の需要の増大が
穀作地の拡大を急務とし,それで以ってノーフ
オク農法を導入するために,敢えて議会囲込み
が押し進められるに至ったのであろうか。
更に,議会囲込みは近代的農業の基盤となる
土地所有を形成せしめたと言われるけれども,
実際,囲込みはそれまでに進行していた土地所
有の変化の過程を最終的に仕上げるものであっ
たとされることから, この過程を辿ることで土
地所有が農業に及ばした役割がよリー 層明確と
なる。特に,こうした視点が意義をもつのは,議
会囲込みに先立つ一八世紀の前半に大規模な土
地の持ち手交代が生じたのが知 られるように
なったからであるIn。
初めに,件の蕪青の導入について言えば,そ
れは地勢上の制約を受けただけではなかっ
た10。蕪青の普及には条播機の使用と馬力中耕
法の実施が不可欠であ り,そのためには先ず
以って農具の規格の画一化と精度の高度化が達
成されねばならなかった。実際, これらの条件
が成就されたのは一九世紀の初め以「4において
であり19,従って,これまで主張されてきた規模
での蕪青の普及は, この点からも窺い知ること
はできない。
また,当時期の土地改良も大して進展したわ
けではなかったのである2の。蕪青の栽培適地 と
言われた白亜土地帯にあっても,表土が浅いば
あいには窒素や燐肥料,及び骨粉などの施肥に
依る土壌の改良がなされて後に,初めて作付け
が可能であった。そして, こうした施肥が処置
される必要のあった地域は,イース ト・ アング
ツアや西部諸州を中心に広範囲に及んだ2D。
これにも増 して栽培条件に恵まれなかった
さッドランドの重粘土質地帯では,蕪青の作付
1/ナのためには,その腐食を防ぐべく,土壌の排
水が十分実践されねばならなかった。
これらの上壌改良や排水工事がイングランド
全土に普及したのは,1840年代であった2か。因
に, ノーフオクのクク所領においてさえ,蕪青
を中心とする四輪作が体系的に広まったのは,
1840年代に入って泥灰土や骨粉などの施肥が
行き渡るようになってからであった20。
次いで, ミッドラン ドにおいて農業がその形
態を変えていった過程については,ベケットJ.
V.BeckettやターナーM.Turnerの研究が示
唆に富む。彼らはこの問題を論ずるにあたって,
共に従来のノーフオク農法を中心に据える見方
を批半」しつつ,専ら農産物市場の価格動向に着
目し,それがイギリス農業の変革を押し進める
要因であったことを重視する。
ベケットは一八世紀を通じて進行したイギリ
ス社会での食生活の改善が,畜産物製品への需
要を喚起し, このことが農業のあり方を変えて
いったと述べる20。
特に, カンブリアを対象とした遺言目録や所
領会計簿の検討から,従来イングランド全体に
関して農業不況期 として捉えられてきた 1730
年代から50年代にかけて,当地は農業の繁栄を
享受していたと分析した20。それはカンブリア
の農民が牧畜業,取り分けスコットランドから
搬入されてくる家畜の飼育に携わっていたから
でぁった20。
ミッドランドの重粘土質地帯の農業において
も, こうした肉及び酪農品の需要増大が牧畜・
酪農業を有利にしたことで,穀作地から草地へ
の転換が押し進められた2の。殊に,この草地の拡
大は1750年代末に家畜の疫病が克服されるや
否や,広範囲に進展した。尤も,1730年代から
50年代にかけて家畜の疫病が多発したのは偶
発的出来事ではなく,もうしろ家畜のための草地
が著しく不足したためと見枚された20。そして,
敢えて囲込みを実施してまで草地化が望まれた
のは, この不足も一因したと言われている。何
れにせよ,1790年代に至るまで ミッドランドに
議会囲込みが集中し,開放耕地が草地に変られ
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ていったのは,牧畜・酪農に有利な農産物市場
に依った29。
以上のような,一人世紀の価格動向からミッ
ドランドが家畜に中心をおく農業へ転換したと
言 うべ坊ットの考え方は,更にターナーに依っ
て,議会囲込みの動きの中で次の女日く倹証され
てぃった3の。
ターナーは一人世紀中葉から一九世紀前半の
議会囲込みを,二つの大きな動きの中で捉え
た31)。最初の活動期は1755年頃から80年にか
lすてであり,この期間に総囲込み法案の32パー
セントが議会を通った。なかでも,70年代後半
の5年間は最も活発に囲込みが実施され,321
の法案が成立した。次の活動期は1790年から
1830年代中半までである。この期間内でも特に
対仏戦争期に成立した法案は,全ての議会囲込
みの43パー セントにも達した。
また, これら二つの動きは地域的にも異なっ
て進行した3か。先の動きでは,ミ ッドランドの東
部及び東南部の軽質土地帯を含みながらも,そ
の中心は重粘土質地帯にあった。これに対して,
後にはイース ト・アングリアの軽質土地帯,ウェ
ス ト・ ライディングの丘陵地,更にはイングラ
ンド南部のサ リー,バー クシア, ミドルセック
スのヒース地桔へと囲込ノラくが拡大した。
更に, こうして議会囲込みがその期間と地域
について全 く二つの別個の動きを示したのは,
囲込みを惹き起こすことになった要因が相違し
たからであった。
初めに, ミッドランドで議会囲込みが活発と
なったのは,先のベケットの指摘と同様の理由
が存在したからである。即ち,1780年以前にお
いて,家畜並びに畜産物の価格が穀物に対して
相対的に上昇した故に,土壌が牧畜・酪農業に
適した ミッドランドで穀作地の草地への転換を
進めるために,囲込みが活発となった30。
そして, こうした農業の変化が囲込みを必要
としたことについて,それは開放耕地制度の下
でも或る程度の作付lすの自由は許されたlすれど
も,土壌に適合した農業が最大限実践されるに
八戸工業大学紀要 第13巻
は,完全な土地の個別的利用が要求されたから
でぁった30。
これに対して,対仏戦争期に頂点に達する動
きは,戦時下の高物価が農業での利潤の高騰を
惹き起こし, このことが従来農業に適さなかっ
た貧弱な土壌地桔への開墾を促進したためで
ぁった30。
以上のようなベケットとターナーの見解に依
拠しながら,次章では議会囲込み期におけるイ
ギリス農業のあり方を組めてみる。
この時期のイギリス農業は,囲込みが土地の
個別的禾U用と農地の統合化を齋す一方で, こう
した土地所有に照応する経営の実態は,技術的
制約により著しく立ち遅れた。
即ち,一八世紀中葉から一九世紀前半にかけ
ての議会囲込みにおいて,一つの頂点を成した
1750年頃から80年にかけての期間は囲込ヌフくは
ミッドランドを中心に生じ,農業の特化が進行
した。そして,それは牧畜・酪農業に有利な市
場条件に依って,当地に適した草地化を押し進
めるためのものであった。
とは言え, ここでの経営は土壌の種桔を克服
しえるものではなかった。なぜなら, ミッドラ
ンドではこの時期には全く暗渠排水が施される
ことがなく,従って土地改良が不十分なままに
止まっていたことで,土地の効果的利用が履行
されえなかったからである。
また, ノーフオク農法についてみても,その
普及はリンカーンシア, イース ト・アングリア,
ケンブリッジシアなどの軽質土壌地帯の, しか
もそのごく一部分に限定された。就中, こうし
た地域における議会囲込みの第二期の動向は,
同農法の普及ではなく,専ら高穀価に刺激され
ての荒れ地の率耕化に依って惹起されたもので
あり,それは単なる耕地の外延的拡大に過ぎな
かった。
従って,イギリス農業革命と言っても,囲込
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みに依る個別的土地利用と農地統合にその特徴
があり,何らノーフオク農法の展開を基軸とす
るものではなかった。それ故,イギリス農業の
変革を特色づけるものとされる地域的特化につ
いても, ミッドランドを中心とした北西部イン
グランドでの牧畜・酪農業の拡大と東南部イン
グラン ドでのノーフオク農法を基盤 とした牧
羊・穀作の展開には自ずと限界があった。こう
した農業区分はこの時期には,ただ単に輪郭を
示しはじめただけである。結局,イギリスでは
農業技術の進展より,農業における土地所有の
変革が先行した。
ところで,囲込みを,農地の改革の視点だけ
からして,その意義を農業形態の変革に限定し
てしまうことはできない。囲込みはその後に農
業改良を随伴しないばあいがあったし30,また
主体 となる地主は極めて困菓在な貝甘政逼迫下に
あっても,敢えて所有地を組めるために土地を
購入している例も見受lすられる9の。これらのこ
とは囲込みで借地農への便宜を図ろ うとした
り,或いは優先的投資対象を捜し求めた りした
と言 うよりも,むしろ一貫した所領政策の結果
と見倣しうる。斯 くの女日き所領政策とは,囲込
みに至るまでの土地集積のあり方をも規定する
ものであった。この点についての考察は別稿に
譲るものとする。
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